
Ｘバンド・レーダー追加配備計画に関する 

金澤防衛事務次官と中山京丹後市長との面談について 

 

日時：平成２５年２月２６日（火曜日）９時００分～９時１０分 

場所：京丹後市役所（峰山町杉谷）２階 ２０１・２０２・２０３会議室 

 

（出席者） 

 ・防衛省 事務次官 金澤博範、大臣官房秘書課 田實博幸、大臣官房広報課 角出庸一 

・地方協力局地方調整課 課長 古屋剛、小松幸弘 

 ・近畿中部防衛局 局長 及川博之、企画部長 平松友和、地方調整課基地対策室長 有田勝也 

・京丹後市 市長 中山泰、副市長 大村隆、企画政策部長 新井清宏、総務課長 安田勉 

 

 

（金澤事務次官） 

中山市長様はじめ市民の皆様には、日頃からご理解とご支援を賜りまして誠にありが

とうございます。 

本日は X バンド・レーダーの追加配備についてご説明にお伺いしました。X バンド・

レーダーは米軍が弾道ミサイルを探知・追尾するものとして開発・配備している防衛専

門のレーダーでございますが、先般行われました日米首脳会談におきまして、北朝鮮に

見られるような最近のミサイル開発の状況を見まして、日米においても今後更に弾道ミ

サイル防衛態勢を強化しないといけないという方針で一致致しました。追加配備を行う

候補地につきましてはこれまで色々と検討して参りましたけれども、日本海側に所在す

る自衛隊基地を中心に検討して参りました。既に１基目の X バンド・レーダーはご承知

のように青森県つがる市にございます。これと相呼応して効率的にミサイルを捉え、日

本の防衛により有効的に役立つものであること、電波の関係、障害が少ないこと、レー

ダーを使う際に正面に障害物が少ないこと、そういった様々な観点から検討して参りま

して、ここ経ヶ岬分屯基地が、我が国及び米国に飛来するミサイルの探知・追尾に非常

に適した場所であること、それからレーダー照射面が海上北方に向かっており障害がな

いということ、上空に民間の航空路が走っていないということ、電波の状態が良い、と

いうことから航空自衛隊の経ヶ岬分屯基地が２基目の X バンド・レーダーを配備する場

所として最適な場所という結論に致したところです。今後、更に詳細に調査をしまして、

経ヶ岬を最優先の候補地として検討・調整を進めたいという考えでございます。何卒ご

理解とご支援を賜りたいと思います。 

 

（市長） 

今日は防衛省の方から金澤事務次官はじめ大勢お越しをいただきました。大変ご苦労



様でまたありがとうございます。また日頃から経ヶ岬分屯基地の皆さんにはお世話にな

っておりまして感謝申し上げる次第でございます。 

さて、今のお話でございますけども、防衛上の要請ということはその限りにおいて十

分分かる訳ですけども、他方で、我々自治体でございますので、これはどうしても、ま

ず住民の皆さんの色んな意味での安全安心の確保が第一でございまして、この立場から

今回の施設の整備が安全安心にどういう影響を与えるのか、リスクが高まるのかどうか、

こういった点について十分払拭がなされない中では、地元としては到底分かりましたと

言えないということでございまして、そういう大前提の中で、今後色んなお話をお聞か

せいただきながら地元として慎重且つしっかりと検討して参りたいと思っております。

何と言っても住民の皆さんに今後とも十分説明をいただきながら、住民の皆さんのお声

も聞かせていただきながら、住民の皆さんと一緒になって検討をしていく、そして山田

知事はじめ京都府とも相談・意見交換をしながら対応をしてまいりたいと思います。 

 

（金澤事務次官） 

今の市長の、市民の皆さんの安心安全が第一だということは誠にもっともだと思いま

す。仮に経ヶ岬に設置させていただいたとすれば、この経ヶ岬の崖の上に設置いたしま

すので、電波は北側の方に照射いたします。当然そこは海上ですが、漁民の皆さん、あ

るいは作物、海上の人には影響が出ることは考えられません。その他電波干渉等につい

てご心配があるかもしれませんけれども、今後実地の調査をしましてその結果を丁寧に

市民の皆様にご説明しながらご理解を得ていきたいと考えております。 

 

（市長） 

通常の常識で考えると、例えば攻撃のリスクが高まるかどうか、或いはどれくらいの

規模の方が配置をされるのか、現在の規模で設置されるのか、拡張されるということな

のか、その辺りはどうですか。 

 

（金澤事務次官） 

まず要員でございますけど、つがるの例ですと約１００人の米国の人が配置されてお

ります。その内軍人は数名程度でございまして、残りの９０名以上の方は保守管理のた

めの民間の技術者、或いは基地の警備のための民間の方でございまして、これらの方は

基地の外に住んでおられる状況であります。用地の面では、元々経ヶ岬の基地は若干手

狭なことがありまして、それに加えて、今ある航空自衛隊施設を横によけて設置します

ので、自衛隊が使う用地も若干必要でございます。それから、レーダーを設置するにあ

たりレーダー機材そのものは航空自衛隊基地の中に置く訳ですけれども、それを支援す

るための管理庁舎や管理的な倉庫といったような施設が必要ですから、合計数ヘクター

ル程度の用地を取得する必要があるという検討状況でございます。 



それから、最初に市長がレーダーを入れたら攻撃のリスクが高まるのかというご心配

を言われましたけども、Ｘバンド・レーダーと申しますのは、発射されたミサイルを探

知・追尾するものですので、純粋に防御的なものでございます。これは敵を攻撃するよ

うなものではございません。従いまして、そのためにこのレーダー施設が攻撃の対象と

なるとは考えにくいと思います。 

 

（市長） 

あとは、今１００名の規模という話をおっしゃられていましたけども、例えば治安の

問題や、様々なインフラが必要になってくると思うのですけども、或いは既存のインフ

ラに負荷がかかってくると思いますが、その辺りの配慮というのは既存の例ではどんな

状況になっていますか。 

 

（金澤事務次官） 

つがるの例で申しますと、基地の外にアメリカ政府がマンション形式の宿舎・集合住

宅を用意しまして、１００名程度の人がそこにまとまって住んでおられるということで

ございます。１００名程度がどれくらいインフラに負荷がかかるかは分かりませんけど

も、もし仮に何らかの対策が必要であるならば当然政府としても配慮しなければいけな

いと思います。 

 

（新井部長） 

今お話の中でありましたＸバンド・レーダーを設置するにあたり、土地が必要とのこ

とでしたが、設置というか場所については自衛隊の基地という扱いなのか、米軍の基地

という扱いなのか、どちらになるのでしょう。 

 

（金澤事務次官） 

これは今後の検討でございますけども、仮に土地の取得が出来ましたら、玉突きで出

て行く自衛隊の部分は航空自衛隊の基地になりますし、米軍が使う部分というのは米軍

の基地になると思います。米軍につきましても使用権を設定するという手続きが必要に

なると思います。 

 

（市長） 

今色々と健康への影響ですとか、標的となるリスクの話、規模の話、或いは周辺の様々

なインフラへの負荷の話をしてもらいましたが、いずれにせよ今日は候補地として検

討・調整をするご意向であるというお話を、初めて伺ったということでございますので、

いずれにしましても、今後とも色んな形でご説明をいただいて、住民の方にもご説明を

いただいて、そういう中で一番の懸念をしているのは住民の皆さんの安心安全への影響



という点であります。こういった点を中心に今後ともよくお話をいただいてそのリスク

などを払拭していただかない中では、京丹後市としては了解することには至らないとい

うことですので、その大前提の中で、今後とも十分お話・ご説明を受け賜りたいと思い

ます。 

 

（金澤事務次官） 

米軍側の計画も細部まで固まっていません。それから私共の分屯基地の現状調査もま

だ十分行われていません。そういったものを進め固める中で、市長をはじめ市民の皆様

に安全性・安心できるということをご説明する機会をいただきながら、市民の皆様のご

理解を得ていきたいと思いますので今後ともよろしくお願いいたします。 


